
 
期間：平成１８年１月２５日（水）～２月２６日（日）  場所：群馬県立図書館３階展示コーナー  

群馬県立図書館では、群馬県関連の郷土資料を重点的に収集、利用提供、保存に努めており、 
これらの中から、特色ある地域資料を幅広く紹介しています。 
今回の資料展示では、「大正・昭和群馬人物伝（社会編）」と題し、大正・昭和期に政治・経済 
等の分野で活躍した群馬県に関係する人物を中心に関連する資料を展示します。 

展示資料について  
 本展示は、関連の図書・雑誌・視聴覚資料等の一端を紹介するもので、全ての資料等を網羅的  
 に紹介するものではありません。ここに展示した８８点の資料は、所蔵資料の一部です。  
 展示資料のうち、「＋」記号の付いたものは郷土資料です。通常は２階調査相談室の郷土資料  
 コーナーにあり、いつでも閲覧できます。複本がある場合には、展示期間中でも貸出のできる  
 ものがあります。「＊」記号の付いたものは、通常は貸出可能な一般資料です。  
 なお、展示されていない所蔵資料のことや展示資料の貸出等のご相談は、２階調査相談室で  
 受け付けておりますので、お申し付けください。  
   

○群馬生まれの３人の首相  

福田 赳夫 １９０５～１９９５ 旧群馬町出身、第６７代総理大臣  
 総理在職 ７１４日（昭和５１年１２月２４日～昭和５２年１２月７日）  
  １ 福田赳夫 果して救世主となるか？  
    河野幸之助／著 日本時報社 １９６６．５  
＋ ２ 福田赳夫のすべて 日本が最も必要とする政治家  
    山田純／著 国会通信社 １９７５．６  
  ３ 評伝 福田赳夫  
    浦田進／著 国際商業出版 １９７８．１１  
  ４ 福田内閣総理大臣演説集  
    内閣総理大臣官房／監修 日本広報協会 １９８０．３  
＋ ５ 福田政権・七一四日  
    清宮龍／著 行政問題研究所 １９８４．５  
＋ ６ 小説 角福戦争 強いリーダーの条件  
    浅川博忠／著 時事通信社 １９９６．７  
＊ ７ 歴史劇画 大宰相 第７巻 福田赳夫の復讐  
    さいとう・たかを／著 戸川猪佐武／原作 講談社 １９９９．１０  
中曽根康弘 １９１８～  高崎市出身、第７０～７３代総理大臣  
 総理在職 １，８０６日（昭和５７年１１月２７日～昭和６２年１１月６日）  
＋ ８ 宰相 中曽根康弘 －内閣総理大臣への足跡－  
    小林正雄／編 伊勢新聞社 １９８５．８  
  ９ 中曽根政権・一八〇六日 上  
    牧太郎／著 行研 １９８８．４  
 １０ 中曽根政権・一八〇六日 下  
    牧太郎／著 行研 １９８８．９  
＋１１ 政治と人生 中曽根康弘回顧録  
    中曽根康弘／著 講談社 １９９２．７  
＋１２ 天地有情 五十年の戦後政治を語る  
    中曽根康弘／著 文藝春秋 １９９６．９  
＋１３ 中曽根康弘の肖像  
    蛭田有一／著 求龍堂 １９９９．１０  
＊１４ 歴史劇画 大宰相 第１０巻 中曽根康弘の野望  
    さいとう・たかを／著 戸川猪佐武／原作 講談社 １９９９．１１０  
小渕 恵三 １９３７～２０００ 中之条町出身、第８４代総理大臣  
 総理在職 ６１６日（平成１０年７月３０日～平成１２年４月５日）  
＋１５ 小渕恵三・全人像  
    後藤謙次／著 行研 １９９１．２  
＋１６ 石油と砂漠と人間と 文化と経済から中東を語る  
    小渕恵三対談集 上毛新聞社 １９９６．１２  
＋１７ 凡宰伝  
    佐野眞一／著 文藝春秋 ２０００．５  
＋１８ 小渕恵三の６１５日。 第８４代内閣総理大臣の全公務記録  
    Ｋ・Ｏ・Ｋ／編 光進社 ２０００．５  
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＋１９ 追悼 小渕恵三  
    追悼小渕恵三編纂委員会／編 経済政策懇話会 ２００１．５  
 

○政治・社会の分野で活躍した人々  

鈴木貫太郎 １８６７～１９４８ 大阪府出身、第４２代総理大臣・海軍大将  
 総理在職 １３３日（昭和２０年４月７日～８月１７日）  
 ２０ 鈴木貫太郎自伝  
    鈴木貫太郎／著 桜菊会 １９４９．１０  
＋２１ 終戦時宰相 鈴木貫太郎 昭和天皇に信頼された海の武人  
    小松茂朗／著 光人社 １９９５．１０  
＊２２ 日本のいちばん長い日 運命の八月十五日  
    大宅壮一／編 文藝春秋新社 １９６５．８  
阿部真之助 １８８４～１９６４ 埼玉県出身、ジャーナリスト・評論家  
 毎日新聞記者を退職後、親戚を頼り群馬に疎開。その間上毛新聞論説委員等をつとめた。  
 ２３ 人間と社会  
    阿部真之助／著 三省堂 １９４０．７  
 ２４ 恐妻 知られざる阿部真之助  
    阿部幸男・阿部玄治／著 冬樹社 １９６５．７  
岡部 栄信 １８８６～１９６５ 富岡市出身、社会事業家  
 若い頃から多くの著作物を著し、小作人や若者の大衆教化を行う。丹生村長もつとめた。  
＋２５ 至善の人 岡部栄信  
    田村貞男、山崎益吉／著 まほそ会 ２００２．１０  
内山岩太郎 １８９０～１９７１ 前橋市出身、外交官・政治家  
 外交官として、アルゼンチン特命全権公使等を歴任の後、神奈川県知事をつとめた。  
＋２６ 反骨七十七年 内山岩太郎の人生  
    神奈川新聞社 １９６８．８  
東宮 鉄男 １８９２～１９３７ 旧宮城村出身、軍人  
 満州国軍政務部顧問として満州国軍の建設ならびに満州国内の治安に功績を残す。  
 ２７ 満州開拓の父 東宮大佐と加藤完治  
    石原文雄／著 潮文閣 １９４４．５  
高良 とみ １８９６～１９９３ 富山県出身、政治家  
 「養蚕新論」を著した田島弥平の孫。日本女子大教授、参議院議員をつとめた。  
＊２８ 非戦を生きる 高良とみ自伝  
    高良とみ／著 ドメス出版 １９８３．３  
＊２９ 世界的にのびやかに 高良とみの行動的生涯  
    高良留美子／編 ドメス出版 ２００３．９  
島田 豊作 １９１２～１９８８ 館林市出身、軍人  
 山下奉文の指揮するマレー作戦に戦車隊中隊長として従軍。  
＋３０ サムライ戦車隊長 島田戦車隊奮戦す  
    島田豊作／著 光人社 １９８４．４  
岩佐 直治 １９１５～１９４１ 前橋市出身、軍人  
 真珠湾攻撃の際、特殊潜行艇で出撃するが戦死。真珠湾の九軍神のひとり。  
 ３１ 特別攻撃隊 軍神岩佐中佐物語  
    村田亨／著 清水書房 １９４２．６  
＊３２ 真珠湾の九軍神 「歴史への招待 ２７」  
    日本放送出版協会 １９８３．１１  
＋３３ 命を捨てて －軍神岩佐中佐－  
    船津信章／編著 有信館群馬支部 １９８６．１２  
品川  博  １９１６～１９９９ 富士見村出身、社会事業家  
 靴磨きで資金を作り、「鐘の鳴る丘・少年の家」を設立。  
＋３４ 光の中を歩む子ら  
    品川博／著 少年の家後援会 １９６７．１２  
＋３５ 愛と勇気の鐘 孤児たちに一生をささげる品川博の愛の奇跡  
    藤崎康夫／著 くもん出版 １９８７．１１  
 ３６ 鐘の鳴る丘  
    品川博／著 わらの会 １９８８．１１  
田辺  誠  １９２２～     前橋市出身、政治家  
 県議を経て、衆議院議員当選。社会党書記長等を歴任し、社会党委員長をつとめた。  
＋３７ 理想の世界を射る クリスチャン政治家・田辺誠の半生  
    田辺誠／著 廣済堂出版 １９９６．１２  
石原 信雄 １９２６～     旧境町出身、官界人  
 昭和６２年から平成７年まで内閣官房副長官をつとめた。  
＋３８ まあ、いろいろありまして  
    石原信雄／著 日本法制学会 １９９５．２  



＋３９ 官邸２６６８日 政策決定の舞台裏  
    石原信雄／著 日本放送出版協会 １９９５．５  
高木仁三郎 １９３８～２０００ 前橋市出身、科学者・社会運動家  
 原子力資料情報室設立に参加し、脱原子力社会の実現のために東奔西走の日々をおくる。  
＋４０ もんじゅ事故の行きつく先は？  
    高木仁三郎／著 岩波書店 １９９６．４  
＋４１ 希望の未来へ 市民科学者・高木仁三郎の生き方  
    七つ森書館編集部／編 七つ森書館 ２００４．１０  
 

○経済の分野で活躍した人々  

今泉嘉一郎 １８６７～１９４１ 勢多郡東村出身、実業家・工学博士  
 官立八幡製鉄所勤務の後、日本鋼管を設立。また、衆議院議員もつとめた。  
 ４２ 工学博士 今泉嘉一郎伝  
    今泉博士伝記刊行会 １９４３．７  
井上保三郎 １８６８～１９３８ 高崎市出身、実業家  
 井上工業を創業し、高崎の発展に帰依。白衣大観音像の建立に尽力。  
＋４３ 高崎白衣観音のしおり －大観音建立秘話－  
    横田忠一郎／著 あさを社 １９８４．６  
＋４４ 井上保三郎 －地域における産業資本家の成立－  
    熊倉浩靖／著 １９８８．７  
正田貞一郎 １８７０～１９６１ 横浜市出身、実業家・政治家  
 館林製粉（株）（現在の日清製粉）を設立。美智子皇后陛下の祖父。  
 ４５ 正田貞一郎小伝  
    正田貞一郎小伝刊行委員会／編 日清製粉 １９６５．１０  
前原悠一郎 １８７３～１９６２ 桐生市出身、実業家・教育者  
 桐生撚糸合資会社（後の日本絹撚株式会社）創立に参加し、日本の撚糸業に貢献。  
 ４６ 古稀祝賀記念 前原悠一郎翁伝  
    前原悠一郎翁伝記編纂会 １９４４．３  
野間 清治 １８７８～１９３８ 桐生市出身、実業家  
 講談社を設立し、社長として手腕を発揮。全国に雑誌ブームを起こす。  
 ４７ 体験を語る  
    野間清治／著 大日本雄弁会講談社 １９３０．６  
 ４８ 出世之礎  
    野間清治／著 大日本雄弁会講談社 １９３０．１２  
＋４９ 雑誌王 野間清治伝  
    関豊作／著 新聞解放社 １９３１．９  
＋５０ 野間清治伝 －日本の雑誌王－  
    野間清治顕彰会 ２００１．３  
＋５１ 「仕事の達人」の哲学 野間清治に学ぶ運命好転の法則  
    渡部昇一／著 致知出版社 ２００３．１２  
＊５２ 雑誌王 野間清治（上州再発見）  
    ビデオカセット 群馬県教育委員会  
石原米太郎 １８８２～１９６１ 大間々町出身、実業家  
 特殊製鋼（株）を創立。日本の「特殊鋼の父」といわれた。  
 ５３ 石原米太郎回想録  
    石原米太郎回想録編修委員会 １９６３．３  
高橋 清七 １８８４～１９４２ 前橋市出身、書店経営者  
 父親の死後、家業の書店「煥乎堂」を継ぎ、株式会社設立により初代社長に就任。  
 ５４ 野褐 高橋清七氏追悼号  
    清痴会編輯部／編 煥乎堂 １９４３．７  
中島知久平 １８８４～１９４９ 旧尾島町出身、政治家・実業家  
 中島飛行機製作所を設立。また、衆議院議員もつとめ、鉄道大臣、商工大臣等を歴任。  
 ５５ 正義は遂に勝てり  
    野依秀市／編 秀文閣書房 １９３９．６  
＋５６ 中島知久平 軍人、飛行機王、大臣の三つの人生を生きた男  
    高橋泰隆／編 日本経済評論社 ２００３．６  
 ５７ 飛行機王・中島知久平  
    豊田穣／著 講談社 １９９２．１０  
＋５８ 日本の飛行機王 中島知久平  
    渡部一英／著 光人社 １９９７．５  
＊５９ はばたけ、夢、大空に・・・ 飛行機王 中島知久平伝  
    ビデオカセット 群馬県尾島町  
山崎 種二 １８９３～１９８３ 吉井町出身、実業家  
 米相場で成功し、山種証券（現ＳＭＢＣフレンド証券）を設立。  



 ６０ そろばん  
    山崎種二／著 日本経済新聞社 １９７２．９  
＋６１ 山種証券５０史話  
    山種証券五十史話編集委員会／編 山種証券 １９８４．４  
＋６２ 相場の偉人 山崎種二伝  
    筆内幸子／著 善本社 １９８５．８  
 ６３ 山崎種二 その生涯と事業  
    尾崎芳雄／編 山種グループ記念出版会 １９８９．７  
井上房一郎 １８９８～１９９３ 高崎市出身、実業家・工芸家  
 井上保三郎の長男。ブルーノ・タウトらと親交を結び、工芸家としても活動する。  
＋６４ 私の美と哲学  
    井上房一郎／著 あさを社 １９８５．２  
 

○教育・思想の分野で活躍した人々  

住谷 天来 １８６９～１９４４ 旧群馬町出身、宗教家・キリスト教社会主義者  
 「萬朝報」記者となり、日清・日露戦争に際し、非戦論を展開。住谷悦治は甥。  
 ６５ 孔子及孔子教  
    住谷天来／著 新生堂 １９３５．６  
＋６６ 住谷天来と住谷悦治  
    住谷一彦他／著 みやま文庫 １９９７．６  
角田 柳作 １８７７～１９６４ 赤城村出身、教育者  
 コロンビア大にアメリカ初の「日本文化研究所」を創立。ドナルド・キーンらを輩出。  
＋６７ 角田柳作先生 アメリカに日本学を育てた上州人  
    柳井久雄／著 上毛新聞社 １９９４．１１  
 ６８ ニューヨークの一人の日本人 －我が師、角田柳作先生のこと－  
    ドナルド・キーン （「文藝春秋」 昭和３７年５月号より）  
井上 日召 １８８６～１９６７ 本名昭、川場村出身、右翼指導者  
 右翼団体「血盟団」を結成し、「一人一殺」を掲げたテロを計画。  
 ６９ 日本精神に生よ  
    井上日召／著 改造社 １９３４．１０  
 ７０ 日召自伝  
    井上日召／著 日本週報社 １９４７．１２  
＊７１ 昭和の原点 １人１殺に生きた井上日召  
    横地尚／著 行政通信社出版部 １９７１．３  
＊７２ 血盟団事件 井上日召の生涯  
    岡村青／著 三一書房 １９８９．１２  
住谷 悦治 １８９５～１９８７ 旧群馬町出身、経済学者  
 同志社大教授として経済史を専攻。同志社大総長もつとめた。  
 ７３ 回想の住谷悦治  
    住谷一彦・住谷磬 １９９３．７  
斎藤 喜博 １９１１～１９８１ 玉村町出身、教育者  
 島小学校長（旧境町）在職中に実践した教育法が全国的に注目された。  
 ７４ 可能性に生きる 小学教師三十七年の実践記録  
    斎藤喜博／著 文藝春秋 １９６６．１２  
＋７５ 斎藤喜博抄  
    武田常夫／著 筑摩書房 １９８９．１２  
 ７６ 斎藤喜博の仕事と夢  
    本間明信／著 明治図書 １９９４．６  
 

○昭和史に影を落とす２大事件  

・大久保清事件  
 窃盗や強姦、恐喝等の前歴のあった大久保清が、府中刑務所を出所した１９７１年３月から  
逮捕される５月にかけて、８名の女性を殺害し、死体を造成地等に遺棄した事件。  
大久保 清 １９３５～１９７６ 高崎市出身  
＋７７ 訣別の章 大久保清さん獄中手記  
    大島英三郎／編 黒色戦線社 １９９２．９  
＋７８ 完全自供 殺人魔大久保清ｖｓ．捜査官  
    飯塚訓／著 講談社 ２００３．３  
・連合赤軍事件  
 連合赤軍は、１９７１年に誕生した新左翼武装テロ組織。榛名山中に拠点を作り活動するが、  
同志１２名を総括と称して殺害（山岳ベース事件）。１９７２年逮捕を逃れた者らがあさま山荘  
事件を起こす。  
７９ 「連合赤軍」事件 これが”リンチ大量殺人”の実態だ  
    「週刊朝日」 １９７２．３．２４号  



森  恒夫 １９４４～１９７３ 大阪府出身、連合赤軍中央委員会委員長  
 山岳ベース事件の中心人物。逮捕後東京拘置所にて自殺。  
＊８０ 赤い雪 総括・連合赤軍事件  
    角間隆／著 読売新聞社 １９８０．２  
永田 洋子 １９４５～     東京都出身、連合赤軍中央委員会副委員長  
 山岳ベース事件の中心人物。現在、死刑確定囚として東京拘置所在監。  
＊８１ 十六の墓標 上 炎と死の青春  
    永田洋子／著 彩流社 １９８２．９  
＊８２ 十六の墓標 下 炎と死の青春  
    永田洋子／著 彩流社 １９８３．２  
＊８３ 続十六の墓標 連合赤軍敗北から十七年  
    永田洋子／著 彩流社 １９９０．２  
坂口  弘  １９４６～     千葉県出身、連合赤軍中央委員会書記長  
 あさま山荘事件実行犯の１人。現在、死刑確定囚として東京拘置所在監。  
＋８４ あさま山荘１９７２ 上  
    坂口弘／著 彩流社 １９９３．４  
＋８５ あさま山荘１９７２ 下  
    坂口弘／著 彩流社 １９９３．５  
＋８６ 続あさま山荘１９７２  
    坂口弘／著 彩流社 １９９５．５  
坂東 国男 １９４７～     滋賀県出身  
 あさま山荘事件実行犯の１人。「超法規的措置」により出国。現在、国際手配中。  
＊８７ 永田洋子さんへの手紙 『十六の墓標』を読む  
    坂東国男／著 彩流社 １９８４．１１  
吉野 雅邦 １９４８～     東京都出身  
 あさま山荘事件実行犯の１人。現在、無期懲役囚として千葉刑務所に服役。  
＊８８ 氷の城 連合赤軍事件・吉野雅邦ノート  
    大泉康雄／著 新潮社 １９９８．３  
 


